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I. イントロダクション
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ビジネスモデル / ３つのコアテクノロジー

３つの異なるテクノロジーをコンテクストで結び、

技術進化を捉え、継続的な事業成長を

もたらす体制を構築
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DGグループのコンテクストデザインと社会実装の軌跡

1995 年の創業以来、マーケティング／決済をベースに、最先端のテクノロジーを社会実装し、

最新のインターネット事業を構築してきた。次世代は、 Gen AI ／web3 等にフォーカス
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事業セグメント・フォーメーション

グローバル TECH  & スタートアップコミュニティ
＜Tokyo ／San Francisco ／London ＞

LTI Segment

Media （カカクコム）

リテールテック 不動産  B2B web3

Mobile & Next Tech

PS Segment

Fintech Biztech

・データ統括チーム
・ PPプロジェクト

金流

物流

情報流 商流

DATA FLOW

Media & Mobile & Next Tech Gravity Startup Global Incubation Stream

グループ事業  / 戦略提携企業
GII Segment
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II. 連結業績サマリー
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新中計に向けたコア事業の最適化と成長領域へのグランドデザイン

• 新中期経営計画に向けたトランジション・イヤーとして、グループ全体でコスト効率の改善や最適化の取組みを推進中

• コア事業の経営体制の強化に続き、 AI時代を見据えて、経営資源を次世代成長領域に再配分

年内の新中期経営計画公表に向け、以下のような①②③の領域の強化を実施

①経営基盤の強化

⚫ グループ全体で組織・人員体制の最適化と効率化を推進中（ 本社コストの 15~20%削減を目指す ）

⚫ オフィススペースの最適化 / 本社オフィスの減床 （ 26年7月実施）

⚫ 不採算事業の撤退、売却、統合等による 事業の選択と集中 （直近 1年間でグループ会社 3社を統廃合）

⚫ 保有する有価証券・固定資産の一部売却と、 投資事業のオフバランス化 （詳細は 25p） を着実に推進

②コア事業の強化

⚫ 決済事業に加えて、 産業特化型のAI x データを活用した決済周辺領域の強化

⚫ 決済事業子会社の経営体制を刷新、営業・開発体制の抜本的見直しによる 組織・人員体制の最適化

⚫ プロジェクト採算管理の徹底、プロダクト戦略・優先順位の見直し（ 利益率・テイクレートの改善 ）

⚫ QRコード決済「 Cloud Pay」取扱高は 1兆円を突破、決済 xマーケティング xデータ領域を強化

③次世代成長領域
の創出

⚫ 開発コストの削減を目的に 開発プロセスに AIを全面導入

⚫ りそなグループとの 戦略金融事業「 DG Bank（仮称）」は期中ローンチに向け開発進行中

⚫ 次世代決済インフラを支える Stablecoin決済基盤「 DG SPS 」は、実証実験を経てローンチ

⚫ 国内初のAgentic Commerce統合プラットフォーム 「 DG Agentic One 」を提供開始

⚫ AIを活用し、パートナー企業との リターン最大化 （りそな、 JCB、 KDDI、東芝テック、 ANA等）
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業績サマリー

セグメントハイライト

⚫ KDDI グループ向け大型案件 の寄与によ

り、決済取扱高は引き続き大きく伸長

⚫ QR決済の取扱高は市場平均を上回る

ペースで成長し、 25 年に1兆円を突破

⚫ 特許取得済の「 Cloud Pay 」 シリーズ

を武器に、更なるシェア拡大を図る

⚫ 複数の戦略事業が収益化フェーズ に移

行しており、事業損失が縮小

⚫ アプリ外課金 「アプリペイ」 や不動産

DX「 Musubell 」 は順調に規模を拡大

⚫ 次世代決済インフラを支える ステーブ

ルコイン決済 の商用展開を始動

⚫ 現中計KPI の ｢投資事業収入300 億円」

達成に向け売却/オフバラ化を加速中

⚫ 大手セカンダリーファンド運用会社と

の戦略提携

⚫ 業績ボラティリティを抑えた 安定的な

経営基盤の実現を目指す

2027 年3月期1Q 決算サマリー

Platform Solution Global Investment IncubationLong -Term Incubation

連結税引前利益は主に投資事業の損失により▲ 4.3億円となった

累計163  億円
(24.3 期~27.3 期1Q)

投資事業収入GII

6 億円  →  9  億円
(前年同期)        (+43.2%)

税引前利益LTI

2.0  兆円  →  2.9  兆円
(前年同期)       (+41.3%)

決済取扱高PS

22  億円  →  19  億円
(前年同期)       (-11.9%)

税引前利益PS

-13  億円  →  -4.3  億円
(前年同期)         (+9 億円)

税引前利益連結

PSは最適化に向け想定通りの減益、 LTIは大幅成長、 GIIも中計達成へ順調に進捗
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単位：百万円

FY26.3

1Q

FY27.3

1Q
前年

同期比 増減率 概要

連結税引前利益 -1,345 -428 +917 - • 税引前利益の主要な増減要因は下記の通り

PS 2,205 1,942 -263 -11.9% • マーケティングは好調を維持も 、 決済の減益が影響

決済 1,770 1,429 -340 -19.2%
• 前期の大型加盟店の解約・ 条件改定の影響が継続

• これらの影響が一巡する下期から徐々に回復の見通し

マーケティング 436 513 +77 +17.8% • 決済 / 金融関連の広告市場の活性化が引き続き追い風に

LTI 625 895 +270 +43.2% • アプリ外課金や不動産 DXなどの 戦略事業の成長 / 収益化

GII -2,617 -952 +1,665 - • 一部投資先に係る営業投資有価証券の公正価値が減少

全社調整 -1,559 -2,314 -755 - • FAフィーや本社オフィス最適化等に伴い コストが増加

連結業績ハイライト – セグメント利益
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基礎事業収支 の推移

基礎事業収益 (単位：百万円 )

YoY

基礎事業利益 (単位：百万円 )

YoY

※投資関連収益および一過性の損益要因を除いた経常的な事業収支

※

• 主軸のPSセグメントの減益に加え、本社オフィスの効率化やカカクコム案件に伴う費用により基礎事業利益は減少

• 新中期経営計画に向けたトランジション・イヤーとして、グループ全体でコスト効率の改善や最適化を推進

4,688

3,193

5,899

3,356

6,037

3,284
7,902

9,622 9,675

FY25.3 1Q FY26.3 1Q FY27.3 1Q

+0.5%

+2.3%

-2.1%

PS

LTI

全社/調整額

897

1,235

680

FY25.3 1Q FY26.3 1Q FY27.3 1Q

-44.9%

⚫ PSセグメントの減益

⚫ カカクコム TOB関連費用

⚫ オフィス最適化の費用

⚫ 金利上昇に伴う支払利息増

＜主な減益要因＞
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III. セグメント業績ハイライト



Copyright © 2026 Digital Garage, Inc. All Rights Reserved 13

Ⅱ LTI segment

事業ハイライト

＜主要KPI ＞

+73 %

新規事業
売上成長率

+43 %

税前利益成長率

Ⅲ GII segment

事業ハイライト

＜主要KPI ＞

163 億円

投資事業収入
（中計期間累計）

528 億円

営業投資有価証券
（期末残高）

Ⅰ PS segment

事業ハイライト

＜主要KPI ＞

10 兆円

決済取扱高
（直近 12 ヶ月）

+41 %

決済取扱高成長率

-11.9 %

税前利益成長率

事業ハイライトと Overview

*各種数値は27.3 期 1Q時点の数値

◼ グローバルテックのスタートアップを横

軸で集約する 事業共創部門を設置、 最先

端Fintech の実装を推進

◼ AI検索最適化（ GEO ） サービス開発を目

指し 、 米国投資先スタートアップと協業

グループシナジー

◼ カカクコムグループからの決済取扱高は

継続的に拡大中

◼ 新規事業から の決済取扱高も 、 前期比で

+52 % と 高い成長を維持

グループシナジー

◼ 持分法利益は減少も、

決済取扱高は過去最高を更新

◼ アプリペイや Musubell など 複

数の戦略事業が収益化フェーズ

に移行、 事業損失が縮小

戦略事業

◼ 一部投資先の評価損に加え、

為替等の影響により 増減

公正価値
評価

◼ 累計で163 億円を計上

◼ 大手セカンダリーファンドと

の提携により、中計目標達成

を目指す

投資事業
収入

◼ QRコード決済の取扱高は 2025 年に初めて1兆円を突破

直近12 か月間では1.5兆円規模まで拡大

◼ Cloud  Pay シリーズを武器に 「 現金決済や個別運用が残

りやすい 」 市場領域への導入拡大を図る

◼ 次世代決済プラットフォーム ｢NESTA ｣が本格稼働

◼ KDDI グループ企業を含む 広範なau 経済圏への導入拡大

とともに 、 グループ外の法人顧客への提供を推進

◼ 25 /7に資本業務提携を強化、 決済取扱高1兆円実現へ

◼ 共同事業として 「 SME 向けBaaS ／デジタル金融事業 」

開発に着手、 期中ローンチを予定
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セグメント業績

セグメント収益 (単位：百万円 ) セグメント利益 (単位：百万円 )

YoY YoY

• 決済は、前期の 2Qに発生した大型顧客の解約・条件改定の影響が大きく、減益となった

• マーケティングは、前期に引き続き、決済 / 金融ビジネス市場の活性化を追い風に好調を維持し、二桁の増益に

3,591

1,070

4,716

1,182
4,688

5,899 6,037

4,731

1,306

FY25.3 1Q FY26.3 1Q FY27.3 1Q

+2.3%

+0.3%

+10.5%

決済

マーケティング

1,560

214

1,770

436

1,429

513

1,736

2,205

1,942

FY25.3 1Q FY26.3 1Q FY27.3 1Q

-11.9%

-19.2%

+17.8%

決済

マーケティング



Ⅰ PS

Copyright © 2026 Digital Garage, Inc. All Rights Reserved 15

今期の事業計画

解約・条件改定の影響が一巡する下期から成長基調へ回復する計画

PSセグメント利益（百万円） 決済取扱高（兆円）

来期以降の見通し

今後の見通し

• 今期は、大型顧客の解約や条件改定の影響が残る上期は厳しい状況が続き、下期から成長基調へ回復する計画

• パートナー企業との戦略アライアンスの深耕や顧客企業の事業インサイトに寄り添い、持続的な成長を目指す

• AIにより激変する事業環境に合わせた次世代テクノロジーの実装や、企業課題の解決へ（決済 ×AI×データ）

1Q 2Q 3Q 4Q

2,205

1,942

2,257 2,262
2,350

-12%

中長期的なセグメント利益の成長に向けた各施策を推進

アライアンスの深耕 顧客企業の課題解決 コスト構造の見直し

前
年

同
期

実
績

前
年

同
期

計
画

前
年

同
期

計
画

前
年

同
期

計
画

_セグメント利益の成長イメージ _

詳細は年内に公表予定の

新中期経営計画にて説明

FY27.3 FY28.3

⚫ KDDIグループ非通信領域の拡大

⚫ りそなグループとの協業の深化

⚫ 決済周辺領域の拡充とクロスセル

⚫ バーティカル戦略の推進

⚫ 人員の最適化と固定費の抑制

利益成長のドライバー

FY25.3 FY26.3 FY27.3

7.5
9.1

11.5

+26%

計
画

⚫ 上期は､ 前2Q に生じた大型顧客の 解約や条件改定の影響が残り減益の見通し

⚫ 下期にかけて、構造改革の進行による固定費の抑制も進み、 成長基調に回復

⚫ 決済取扱高は、オーガニック成長に加えて ､ KDDI グループ向け大型案件の通期

寄与により、 11.5 兆円 (YoY +26%) の計画
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+41.3%

決済取扱高の推移

YoY

• 決済取扱高は大型案件の稼働に伴い1Qも引き続き大きく伸長し、直近 12か月の取扱高は約10兆円に拡大

• 取扱高収益率は、前 4Qからの KDDIグループ向け大型案件の本格稼働に伴い、概ね想定通りの水準で推移

0.3

0.9

0.3

1.1

0.4

1.0

0.3

1.1

0.4

1.1

0.4

1.1

0.5

1.2

0.5

1.2

0.6

1.2

0.6

1.4

0.7

1.3

0.7

1.3

0.7

1.3

0.7

1.5

0.8

2.0

0.8

2.0

0.8

1.2 1.2
1.4 1.4 1.5

0.9

1.6 1.6
1.8 1.8

2.0

1.5

2.0 2.0
2.3

2.8 2.9

1.9

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

+52.6%

+20.1%

非対面決済 対面決済

3Q 4Q

4.0

1.3

4.4

1.8

5.0

2.5

6.1

3.0

5.3

6.2

7.5

9.1

FY23.3 FY24.3 FY25.3 FY26.3

決済取扱高（年度別） (単位：兆円 )

+21.1%

+21.6%

+20.1%

取扱高収益率(%)

0.22 0.21 0.23 0.21

決済取扱高（四半期別） (単位：兆円 )

非対面決済 対面決済

YoY

取扱高収益率(%)

0.22 0.23 0.22 0.22 0.22 0.21 0.21 0.21 0.20

0.26
0.23 0.24 0.23 0.24

0.21
0.18 0.17

1Q

FY23.3 FY24.3 FY25.3 FY26.3 FY27.3
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7,016

8,427

FY26.3 1Q FY27.3 1Q

+9.5%

+58.7%

+24.9%

+19.7%

+18.1%

総合小売

旅行

食品・飲料・酒

外食

専門サービス

その他

13,209

20,158

FY26.3 1Q FY27.3 1Q

+445.6%

+11.4%

+28.7%

情報通信・ SaaS

旅行系

外食

証券・ FX取引

その他

決済取扱高の増減分析（四半期）

対面決済 (単位：億円 ) 非対面決済 (単位：億円 )

⚫ 1Qもインバウンド消費の減速が続き、海外 QR決済の取扱高が前年同期比で二

桁減少したことで、 ｢総合小売」 の伸び率は一桁台にとどまる

⚫ 東芝テック、リクルート、 Square等との戦略的アライアンスは成長を継続

⚫ KDDIグループとの案件が本格稼働し 「情報通信・ SaaS」 が大幅増

⚫ モバイルオーダー /テーブルオーダーの増加により 「外食」 は高成長をキープ

⚫ 26Q2の大型顧客の解約影響が残り 「証券・ FX取引」 の取扱高が大きく減少

+20.1%

+52.6%

• 対面決済は、インバウンド消費の減速などの影響が続いたものの、取扱高成長率は３四半期ぶりに +20%超へ復調

• 非対面決済は、大型顧客の解約影響が残るも、 KDDIグループ向け大型案件の寄与により、決済取扱高は大幅増

YoY YoY

公金 -0.6%

-77.5%
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セグメント業績

セグメント収益 (単位：百万円 ) セグメント利益 (単位：百万円 )

YoY YoY

• 決済事業との親和性の高い戦略事業のうち、複数の事業が成長フェーズに移行しており、事業損失が縮小

• カカクコム等からの持分法利益は減少したものの、カカクコム経由の決済取扱高は継続的に拡大 (詳細は24p)

2,191

1,002

2,336

1,020

2,318

966

3,217
3,356 3,291

FY25.3 1Q FY26.3 1Q FY27.3 1Q

-1.9%

-0.8%

-5.2%

事業収益

持分法利益

506

-520

625

-398

895

-78

FY25.3 1Q FY26.3 1Q FY27.3 1Q

+43.2%

セグメント利益

事業損益

持分法利益
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その他 為替影響除く
期末残高

+704

公正価値の変動
（為替影響）

FY27.3 1Q公正価値の変動
（為替除く）

-1,258

売却による
簿価の減少

-209

新規投資

+52

FY26.3

53,505

52,076

52,780

-14

セグメント業績（営業投資有価証券の増減分析）

営業投資有価証券 増減内訳 (単位：百万円 )

• 26年5月に、大手セカンダリーファンド運用会社との戦略的パートナーシップに基本合意

• 当社グループが保有する投資ポートフォリオの大部分を売却 / 移管することで ､ 中計KPI達成を見込む (詳細は25p)

(ドル円為替レート )

26/03末： 159.9円

26/06末： 162.4円

投資事業収入 (中計)

投資事業収入 (実績)

5年累計 300 億円 (24.3 期~28.3 期)

3年累計 163 億円 (24.3 期~27.3 期1Q)
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IV. 事業トピックス
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セグメント Overview

（年間実績：‘ 25年4月～’26年3月 3年CAGR： ’23.3期～’26 .3期 QRコード決済： GMV CAGR 後払い：税引前利益 CAGR）

オンライン
決済

対面決済

QRコード
決済

後払い

加盟店
総合支援

会員獲得
支援

年間GMV

6.1 兆円
オンライン決済

りそな /KDDIグループ等との協
業で更なる拡大を目指す

年間GMV

3.0 兆円
対面決済 東芝テック・ ANAグループ・

Square ・リクルート等との協業

3年CAGR

+45 %
QRコード決済

Cloud Pay シリーズによる
成長の加速

3年CAGR

+38 %
後払い

SCORE社のB2B領域への進出
による事業成長

年間売上

65 億円
加盟店総合支援

（サイト構築・セキュリティ等）

マーケティング人材合流と
統一データ基盤整備

年間売上

244 億円
会員獲得支援

アフィリエイト 広告コンサル
能力とテクノロジー活用

事業領域 成長エンジン 実績
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｢Cloud Pay ｣ を中心とする QRコード決済の成長

• QR決済の取扱高は市場成⻑の1.7 倍のペースで急拡⻑。 2025 年に1兆円を突破、直近 12 か月間では1.5 兆円まで拡大

• 特許取得済みの共通QR決済ソリューション「 Cloud Pay 」シリーズを活用し、さらなるシェア拡大を図る

＜ Cloud Pay シリーズの概要  ＞

DGFTシェア（右軸・ %） QR決済市場（左軸・兆円）

⚫ DGFT のQRコード決済取扱高は、 2025 年に初めて 1兆円を突破

⚫ 直近3年間（ 2022 〜2025 年）の年平均成長率 (CAGR) は+48%

⚫ 市場成長（ CAGR+28% ）の 1.7 倍で推移し、着実にシェアが拡大

＜ QR決済取扱高1兆円を突破 ＞

特許取得済 特許取得済

日本最大級の

QRコード決済

バンドルサービス

1

端末レスのため

低コストで導入可

2

QRコード以外の

決済手段にも対応

（クレジットカード等）

3
＞

「現金決済や個別運用が残りやすい」 市場領域への導入拡大を図る

自動販売機

（市場規模 2兆円）

アミューズメント
（同 7,200 億円）

幼稚園・保育施設
（同 2.5 兆円）

現地訪問型サービス
（同 4兆円）

駐車場・パーキング 飲食・小売

※出典：市場規模は経済産業省データ。 DGFTシェアは当社調べ

0

3

6

9

12

0

5

10

15

20

2020 2021 2022 2023 2024 2025

※出典： 2026 年6月15日プレスリリース「デジタルガレージグループ、 QRコード決済「 Cloud Pay 」取扱高 1兆円突破」
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セグメント Overview

決済プラットフォームの拡大加速と中長期的な成長を牽引する戦略事業の開発と育成

カカクコムの成長支援とグループ横断プロジェクトを通じ、カカクコムメディアからの決済商流拡大を狙う
戦略事業の企画開発やM&Aを通じた新規事業収益の構築と、 DGFTの決済取扱高の拡大を目指す

PSセグメント事業領域

決済商流

LTIセグメント事業領域

決済事業と親和性の高い領域での
戦略事業/次世代事業基盤の構築

注力領域

産業特化型DXI

BtoB決済/金融事業II

次世代テクノロジー活用III

トラフィック

日本有数のトラフィックを保有する
インターネットメディア事業を展開

主要メディア

* データは 2026年3月時点

• 月間利用者: 9,708万人

• 月間PV: 24億5,971万PV

• 月間利用者: 3,101万人

• 月間PV: 2億3,584万PV

• 月間利用者: 1,557万人

• 月間PV: 1億7,275万PV

国内最大級の決済代行業を展開
日本の重要インフラ指定

決済事業

* データは直近 12か月の実績

決済取扱高

決済支払拠点

取扱決済手段

10 兆円

140 万拠点

40 種類超
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アプリ外課金サービス 「 アプリペイ 」 の成長

⚫ グローバル展開が寄与し 、 決済取扱額はYoYで約6倍に伸長

⚫ スマホ法 （ 25年12月施行） を追い風に事業規模を拡大

⚫ 契約タイトル数も順調に拡大 、 国内No.1のアプリ外課金 *1に

｢Musubell スマート本人確認 」 の提供を開始

⚫ 犯罪収益移転防止法（ 27年4月改正予定） に対応

⚫ スマホによる本人確認 （ eKYC） を実現し 、 業務を効率化

⚫ 本人確認機能への高い需要を背景に 、 顧客基盤を拡大

ポケットチェンジ 「 Pokepay」 が東京都北区に導入

⚫ 東京都北区の独自デジタル地域通貨 の基盤システムに採用

⚫ 渋谷区 ｢ハチペイ ｣ を含め多数の導入実績を持つ ｢Pokepay｣

を基盤にアプリを構築 、 2026年秋に提供を開始予定

戦略事業のトピックス

戦略事業の売上高
(累計)

カカクコム からの取扱高
(直近12ヶ月 )

主なトピックス

26Q1 27Q1

YoY

+73%

26Q1 27Q1

YoY

+52%

戦略事業の決済取扱高
(累計)

26Q1 27Q1

YoY

+17%

• 決済事業との親和性が高い複数の戦略事業が成長フェーズに移行、売上高 /決済取扱高ともに継続的に拡大

• カカクコム経由の決済取扱高は継続的に拡大。両社のアセットを活用した協業ビジネスを推進

*1) 日本国内で運営されているアプリ外課金サービスにおいて、導入ゲーム・アプリ数で最多（ 25年10月当社調べ）
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投資事業に伴う経営課題とこれまでの取組み

為替影響を含む公正価値評価の変動に伴う連結業績のボラティリティ

連結税引前利益の推移（百万円）

中期経営計画に基づくオフバランス化と投資事業の構造転換

新規投資の厳選 直接投資のEXIT ファンド型へのシフト

大手セカンダリーファンドとの提携によるオフバランス化

オフバランス化の取組み

• 現中期経営計画に基づきオフバランス化を推進し、 ｢業績ボラティリティを抑えた安定的な経営基盤」実現を目指す

• 大手セカンダリーファンドとの戦略提携によるポートフォリオ売却に向け、条件面の協議を継続推進中

FY20.3 FY21.3 FY22.3 FY23.3 FY24.3 FY25.3 FY26.3

45,393

10,008
14,317

-13,881

6,298

-10,216

2,966

業績ボラティリティを抑えた安定的な経営基盤を実現

条件・スキーム等の協議を本格化

戦略提携に基づくオフバランス化の概要

IPO / M&A /

セカンダリー

マーケット

投資ポート

フォリオ

DGグループ

ｚ投資ポート

フォリオ

大手ファンド

DGグループの投資ポートフォリオの大部分を大手セカンダリーファンドに売却

投資事業のオフバランス化 を進めるとともに キャッシュインを実現

¥ ¥

¥

売却 / 移管 個別売却
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V. 次世代テクノロジーを活用した戦略事業
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Agentic Commerce 時代のEC事業者の支援

Agentic Commerce × Stablecoin の取組み

Stablecoin と AI Agent の拡大

Stablecoin の普及･拡大に伴い、 AI Agent の開発が加速

USDCの流通額*1 (億ドル )

DGグループ横断で、 AI Agent 時代の認知から決済・精算までを一気通貫で提供し、顧客企業の事業成長を総合支援

AIの進化が社会全体の購買行動や産業構造そのものを再定義する時代

2030 年までに 世界のEC売上の約25% にAI Agent が関与するとの予測 *2

EC事業者はAI Agent への対応が急務

AIに選ばれる為の対策 SEOから GEO *3 へ Stablecoin 対応

AI時代の新たなコマース経済圏の構築へ

*1) Circle Internet Group, Inc. “Transparency & stability / Reserves composition”より作成    *2) Deloitte “Agentic commerce -Redefining the economics of retail”より    *3) Generative Engine Optimization（ AI検索最適化）の略

AI Agentとは

23/12 24/03 24/06 24/09 24/12 25/03 25/06 25/09 25/12 26/03

439

324

246

322
355

600 613

737 753 770

• 従来の ｢質問に回答する AI｣と

異なり、 ユーザーに代わって

｢考えて行動する AI｣

• ECでは商品の検索・比較から

購入手続き、決済までを実行

商品探索

注文手続

比較･提案

自動決済
AI時代の事業成長を総合支援する２つのサービスをローンチ

Stablecoin 決済基盤
国内初のAgentic Commerce

統合プラットフォーム

データ・ AI・決済をつなぎ、 Agentic

Commerce 時代の商取引インフラを構築

訪日旅行消費・越境 ECからはじめ

シームレスなグローバル決済を実現

精算・入金決済商品選択･カート比較・検討認知・興味関心

Ⅰ Ⅱ
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＜ EC市場の構造変化＞

78 兆円

国内非対面決済

20 %

Agentic Commerce

国内普及率

15 兆円

Agentic Commerce

国内取扱高

市場背景

⚫ 購買行動が「検索エンジン・ SNS経由」から「 AI Agentによる

自律的な商品探索・推奨・購入」へ転換

EC事業者の課題

⚫ AI Agent接続に必要なプロトコル (UCP/ACP等) への対応が必須化

⚫ 商品情報の「 データ構造化 ・ 意味情報付加」 など高度な技術水準

が求められる中 、 そのための技術知見が不足

2030年の国内市場予測*

＜ DG Agentic One  の構成と消費者体験＞

Agentic Commerce 統合プラットフォーム ｢DG Agentic One ｣

* 経済産業省 ｢電子商取引に関する市場調査 ｣、矢野経済研究所 ｢オンライン決済サービスプロバイダーの現状と将来予測 ｣等をもとに当社試算

EC

事業者

AI
Agent

消費者 商品の提案

DG Agentic One

MCP
AIエージェントと
ECサイトの会話

DG Agentic One

Commerce
購入プロセス

の実行

商品探索
応答・交渉

カート情報連携

注文・購入
手続き

DG Agentic One

Payment
Stablecoin を

含むマルチ決済

*開発中

＜DGFT連携＞

Stablecoin等の

次世代決済実現により

新たな買物体験実現

次ページへ

商品探索の依頼

カート URLの案内

購入意思表示

DG Agentic One

DataFeed
データを

AIフレンドリー化

DG Agentic One

GEO
データを

AIから見える化

おすすめの商品を教えて

※ EC事業者データの AI適合化を起点に、 Agentic Commerce 各ユニットの業務効率化と実効性向上（特許出願中）

Ⅰ

• 国内初 Agentic Commerce 統合プラットフォーム「 DG Agentic One 」を提供開始

• AIテクノロジーをベースに、データサイエンス × コマース × ペイメント の統合知見を活用

全てのECプロセスを代行する次世代型 AI Agentプラットフォームビジネスの始動
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対面・非対面・ AI向けStablecoin 決済基盤「 DG SPS 始動

• 次世代決済インフラを支える Stablecoin 決済基盤「 DG SPS 」を提供開始

• 訪日旅行消費・越境 ECからはじめ、シームレスなグローバル決済を実現

＜ Stablecoin 決済の国内対象市場* ＞

9.5 兆円

訪日旅行消費

4兆円

越境EC

54 兆円

国内非対面決済

*いずれも 2025年のデータ

市場背景

⚫ Stablecoinの世界的な普及が進み、企業決済での実用フェーズへ

移行。決済の入口も対面・非対面に加え AIへ

＜ Stablecoin 事業のこれまでの取り組み＞

2026 年1月 デジタルガレージ、 JCB、りそなホールディングスにて

Stablecoin 決済の社会実装に向けた協業を開始

2026 年2月 対面店舗にて USDC/JPYCを活用した実証実験を実施

＜ DG SPS  の決済フローと特徴 ＞

利用者

ユーザー

AI Agent

加盟店

QR

POS

EC

etc...

決済事業者

決済
代行

カード
会社

金融
機関

etc...

トランザクション整合性検証

アドレススクリーニング

Blockchain

決済

商品

処理

結果

精算
（日本円）

処理

結果

処理結果送金指示

受取送金

特徴

① 加盟店が導入しやすいプロセス（ API連携）

② 主要Stablecoin・チェーンに対応

③ AI Agent決済も同一のインフラで対応

* 観光庁「インバウンド消費動向調査」および経済産業省「電子商取引に関する市場調査」等より一部推計を含む

Ⅱ
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VI. カカクコムの非公開化について
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カカクコムの非公開化について

• 26 年8月13 日、 EQTがカカクコム株式に対する公開買付価格を 3,570 円（変更前： 3,450 円）に引き上げ

• 27 年3月期中に本取引が完了した場合、連結決算における関係会社株式売却益として約 300 億円を計上する見込み

公開買付価格 ⚫ 1株当たり 3,570 円（変更前： 3,450 円）

自己株式取得価格

⚫ 1株当たり 2,902 円（変更前： 2,805 円）

⚫自己株式取得についてみなし配当の益金不算入規定が適用されることが見込まれることを踏まえ、

自己株式取得が行われた場合の当社の税引後手取り額が、仮に当社が公開買付価格で公開買付けに

応じた場合に得られる手取り額と実質的に同等となるよう設定

公開買付期間 ⚫ 2026 年5月13 日から 2026 年8月27 日

想定キャッシュイン

（自己株式取得及び再出資後）
⚫約200 億円



参考資料
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事業セグメント区分

プラットフォーム
ソリューション

決済プラットフォームを軸とした
当社グループの基盤事業

• 決済代行サービス

• 決済に直接関わる付加価値機能

• 金融領域向けマーケティング・ CRMソ
リューション

ロングターム
インキュベーション

決済プラットフォームの拡大を
加速する新サービス /プロダクト

次世代テクノロジーの
社会実装を目指す非連続事業

• 産業特化型DXサービス

• 新規フィンテック

• 次世代メディア

グローバル投資
インキュベーション

次世代テクノロジーを中心とした
スタートアップ企業への
投資/育成/DGグループとの連携

• 投資インキュベーション

• スタートアップ企業の育成

• ファンド運営
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参考資料①：補足データ
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基礎事業収支の推移（四半期）

基礎事業収益 (単位：百万円 )

YoY

基礎事業利益 (単位：百万円 )

YoY

• 主軸のPSセグメントの減益に加え、本社オフィスの効率化やカカクコム案件に伴う費用により基礎事業利益は減少

• 新中期経営計画に向けたトランジション・イヤーとして、グループ全体でコスト効率の改善や最適化を推進

4,688

3,193

5,523

3,612

5,909

3,311

6,300

3,453

5,899

3,356

6,077

3,397

6,330

3,393

6,887

2,466

6,037

3,284

7,902

9,574 9,697
10,168

9,622
9,900 10,078

9,792 9,675

PS

LTI

全社/調整額

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

+0.5%

+2.3%

-2.1%

897 885

1,296 1,286 1,235

1,008

1,365

1,157

680

2Q

-44.9%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q3Q 3Q4Q 4Q1Q

FY25.3 FY26.3 FY27.3

1Q

FY25.3 FY26.3 FY27.3
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セグメント業績（四半期）

セグメント収益 (単位：百万円 )

YoY

セグメント利益 (単位：百万円 )

YoY

• 決済は、前期の 2Qに発生した大型顧客の解約・条件改定の影響が大きく、減益となった

• マーケティングは、前期に引き続き、決済 / 金融ビジネス市場の活性化を追い風に好調を維持し、二桁の増益に

3,591

1,070

4,679

1,068

4,652

1,255

4,718

1,582

4,716

1,182

4,897

1,180

4,863

1,466

5,046

1,841

4,731

1,306

4,688

5,748
5,909

6,300

5,899
6,077

6,330

6,887

6,037

2Q

+2.3%

+0.3%

+10.5%

決済

マーケティング

1,560

214

1,855

499

1,875

490

1,733

607

1,770

436

1,837

419

1,675

587

1,485

865

1,429

513

1,736

2,329 2,356 2,336
2,205 2,257 2,262

2,350

1,942

2Q

-11.9%

-19.2%

+17.8%

決済

マーケティング

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q3Q 3Q4Q

FY25.3 FY26.3 FY27.3

4Q1Q

FY25.3 FY26.3 FY27.3

1Q
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インバウンド向け決済

訪日外国人数（エリア別） 対面決済取扱高 (単位：億円 )

23

3Q

22

4Q

31

1Q

35

2Q

43

3Q 4Q

126

1Q

246

48

2Q

253

1Q 3Q

340

15

4Q

516

1Q

450

2Q

440

2Q

515

4Q

383

17

1Q

456

3Q

413

3Q

353

4Q

329

1Q2Q

インバウンド関連 QRコード決済

その他対面決済

FY22.3 FY23.3 FY24.3 FY25.3 FY26.3 FY27.3

中国大陸・香港

その他

• 1Qの中国からの訪日外客数は前年同期比 57%減と引き続き低調だったことにより訪日外客数全体の増加率も 5%減

• 1Qのインバウンド関連の QRコード決済は、上記の影響を受けたことにより、前年同期比 14%減

FY27.3FY22.3 FY23.3 FY24.3 FY25.3 FY26.3

出典：日本政府観光局「訪日外客統計」
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決済関連投資・費用

84.7%

78.4%
80.2% 79.6% 80.5% 79.3% 77.9%

73.6%

78.0%

1,293

509

1Q

1,663

953

2Q

1,714

867

3Q

1,858

908

4Q

2,027

920

1Q

2,046

1,014

2Q

2,113

1,075

3Q

2,229

1,332

4Q

2,260

1,041

1Q

決済関連投資・減価償却費 (単位：百万円 ) 決済関連費用・限界利益率 (単位：百万円 )

FY25.3 FY26.3 FY27.3

324

493

1Q

354

525

2Q

357

804

3Q

349

795

4Q

335

958

1Q

346

1,022

2Q

367

1,362

3Q

426

1,595

4Q

416

1,201

1Q

減価償却費

設備投資額

固定費

変動費

限界利益率

• 大型案件の開発一巡により、設備投資は前期 4Qをピークに減少傾向へ

• 限界利益率も前期 4Qの低下から回復し、今後は現状水準での安定推移を見込む

FY25.3 FY26.3 FY27.3
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セグメント業績（四半期）

セグメント収益 (単位：百万円 )

YoY

セグメント利益 (単位：百万円 )

YoY

• 決済事業との親和性の高い戦略事業のうち、複数の事業が成長フェーズに移行しており、事業損失が縮小

• カカクコム等からの持分法利益は減少したものの、カカクコム経由の決済取扱高は継続的に拡大

2,191

1,002

2,629

983

2,175

1,136

2,671

782

2,336

1,020

2,499

897

2,369

1,024

2,451

15

2,318

966

3,217

3,588

3,328
3,436

3,356 3,397 3,411

2,487

3,291

2Q

-1.9%

-0.8%

-5.2%

事業収益

持分法利益

-268

554

-642

-614

-414

-144

625

-398

663 700

-333

-236

-245

506 895

-520

-78

523

2Q

+43.2%

セグメント利益

事業損益

一過性損益

持分法利益

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q3Q 3Q4Q 4Q1Q

FY25.3 FY26.3 FY27.3

1Q

FY25.3 FY26.3 FY27.3
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営業投資有価証券の構成

エリア別比率 通貨別比率 公正価値評価額の内訳

528 億円

公正価値全体

276 億円

投資金額

含み益

252 億円

54.9%

13.4%

9.5%

20.6%

北米

日本

アジア

1.5%
欧州等

その他

82.6%

12.3%

USD

JPY 3.4%

INR

1.7%

その他

• エリア別の投資先は、北米のほか、アジア、日本に分散されたポートフォリオで構成

• 2026年6月末の営業投資有価証券の公正価値は、投資金額に対し、約 2倍の528億円に
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連結財政状態計算書（ IFRS ）
(単位：百万円 )

FY26.3 4Q FY27.3 1Q 増減   主な変動要因 / 備考

流動資産 132,472 126,455 -6,017

現金及び現金同等物 40,469 40,805 +336

営業債権及びその他の債権 35,695 29,792 -5,902   決済事業関連科目

営業投資有価証券 53,505 52,780 -725   GII投資先のEXIT及び公正価値変動（為替影響含む）

非流動資産 86,231 86,666 +435

有形固定資産 11,997 11,064 -933

無形資産 11,390 12,240 +850

持分法で会計処理されている投資 37,356 37,414 +57

その他の金融資産 14,761 15,118 +357   投資先の公正価値変動（為替影響含む）

資産合計 218,703 213,121 -5,582

流動負債 87,868 86,246 -1,623

社債及び借入金 26,366 26,545 +179

営業債務及びその他の債務 54,364 52,861 -1,504   決済事業関連科目

非流動負債 53,139 51,297 -1,841

社債及び借入金 35,687 34,308 -1,379

その他の金融負債 4,927 4,407 -521

負債合計 141,007 137,543 -3,464

親会社の所有者に帰属する持分 75,584 73,006 -2,578

資本金 8,014 8,285 +271

資本剰余金 5,457 5,054 -404

自己株式 -5,033 -5,002 +31

利益剰余金 65,146 62,401 -2,745

非支配持分 2,112 2,573 +461

資本合計 77,696 75,578 -2,118
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参考資料②：ビジネスモデル
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B2Cキャッシュレス市場

経産省は、 2026年より新しいキャッシュレス決済比率の算出方法を導入。個人消費の実態をより明確に反映するた

め、持ち家に関する支出等を除外し、 2030年に国内指標で 65%（国際比較指標で 55%）の達成を目指す

99.1%

83.3%

68.4%
64.0%

58.4%

52.7%
48.0%

39.3%

キャッシュレス市場規模の推移 (国内指標) 国内外のキャッシュレス比率

（ 2023年時点）

出展)（一社）日本クレジット協会調査、内閣府 ｢国民経済計算｣、日本デビットカード推進協議会（ 2015 年まで）、

2016 年以降は日本銀行「決済システムレポート」・「決済動向」 日本銀行「決済動向」 、（一社）キャッシュレス推進協議会「コード決済利用動向調査」、

内閣府「国民経済計算」（名目）、一般社団法人キャッシュレス推進協議会「世界主要国におけるキャッシュレス決済比率」

政府2030 年目標

55% (国際比較指標)

37.3%

2020

40.0%

2021

44.0%

2022

48.4%

2023

52.8%

2024

58.0%

2025

230 237
252 262 267

281

キャッシュレス比率

クレジット

デビット

電子マネー

コード決済

家計最終消費支出
-除く持ち家の
帰属家賃
（単位：兆円）
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決済代行サービスの商流

電文

お金購入者
consumer

加盟店
merchant

②決済情報 ③決済情報①注文

④結果通知⑤結果通知

⑥代金支払い

⑦商品提供

⑧手数料を引
いた額を入金

⑨代行手数料を
引いた額を入金

決済代行事業者
Payment service provider

決済手段
Means of payment

ECサイト

実店舗

カード会社

銀行決済

コンビニ決済

電子マネー決済

キャリア決済

ID 決済

海外決済

QRコード 決済

後払い決済

ECサイト事業者や対面加盟店とカード会社やコンビニなどの決済サービスを提供する企業の間に入り、クレジット

カード決済を始めとした多数の決済を一括の契約とシステムで導入できるサービス
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決済代行サービスの契約形態

各種決済機関との契約手続きや売上金額の入金
などを一括代行

• 当社がカード会社や金融機関など決済提供会社との契
約手続きを一括代行

• 毎月の売上金は当社から加盟店 へ一括入金

• 収納面の窓口が一本化

• 入金管理・ 確認などの業務が効率化

加盟店で締結したカード会社との加盟店契約を
元に、 PSP提供の決済システムの導入によりク
レジットカード決済処理を自動化

• 決済システムを提供しカード決済処理を自動化

• 加盟店はカード会社と直接契約

• 当社は決済に必要なソフトウェアや取引管理ツールを
提供

• ソフトウェアの導入支援対応も行う

収納代行型（包括契約）

決済データ処理型（直接契約）

決済データ処理
決済データ処理

加盟店契約

月額費
売上金より手数料
を引いた額を入金決済代行手数料を

引いた額を入金

決
済

機
関

加
盟

店

決済代行
事業者

決済データ処理 決済データ処理

データ処理 契約

月額費/手数料

売上金より手数料を引いた額を入金

加盟店契約

決
済

機
関

加
盟

店

決済代行
事業者

電文

お金
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決済を軸とした多層的な事業と収益機会

次世代メディア

B2B 決済/資金繰り改善

決済プラットフォーム

コマースマーケティング

DX/キャッシュレス化
プロダクト

決済・購買
データ

消
費

者

事業者
(加盟店)

認知から購買までの
消費者行動データ

B2B 取引

DX化
キャッシュ

レス化

決済

集客

卸売業者
メーカー

決済事業者
金融機関

・カード
・電子マネー
・銀行
・ QR決済

etc..

会員獲得
口座開設 金融マーケティング

CRM ソリューション

新規サービス
の共同開発

決済パートナー
プラット
フォーム

ソリューション

ロングターム
インキュ

ベーション

• 決済を中心として安定的な収益を継続的に生み出すプラットフォームを構築

• 既存事業のほか、 DX/金融フィンテック /次世代メディア等を加えた多層的な収益機会の創出を目指す



Ⅰ PS

Copyright © 2026 Digital Garage, Inc. All Rights Reserved 47

クレジットカード取引の業界構造

国際ブランド
VISA/MASTER/AMEX/DINERS/JCB

ブランド
メンバー契約

商品・サービス購入

代金支払い

手数料支払い

手数料支払い

手数料支払い

イシュアー
クレジットカード発行

ブランド
メンバー契約

契約

お金

カード会員
（購入者）

カード加盟店
（ EC事業者/店舗事業者）

加
盟

店
契

約
（直

接
契

約
）

包括
代理契約

決済代行
契約

代金
立替払い

代
金

支
払

い

代金
立替払い

決済代行サービス
（マルチペイメント）

アクワイアラー
加盟店開拓/管理
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クレジットカード業界における当社の役割

国際ブランド
VISA/MASTER/AMEX/DINERS/JCB

カード会員
（購入者）

カード加盟店
（ EC事業者/店舗事業者）

ブランド
メンバー契約

加
盟

店
契

約
（直

接
契

約
）

包括
代理契約

決済代行
契約

代金支払い

代金
立替払い

代
金

支
払

い

代金
立替払い

手数料支払い

手数料支払い

手数料支払い

決済代行サービス
（マルチペイメント）

マーケティング /

CRMソリューション

マーケティング
ソリューション

イシュアー
クレジットカード発行

アクワイアラー
加盟店開拓/管理

契約

お金

マーケティング

ブランド
メンバー契約

会員獲得
CRM

集客
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参考資料③：

キャッシュフロー・アロケーション /株主還元



Copyright © 2026 Digital Garage, Inc. All Rights Reserved 50

キャッシュフロー・アロケーションの概要

税引前事業
キャッシュフロー

関係会社からの
受取配当金

グループ本社
費用

基礎事業
キャッシュフロー

法人税等

新規事業開発

借入金の返済

PSセグの設備投資

投資事業に係る 費用
投資事業収入

・有価証券の売却収入

・ファンドからの分配金

・受取配当金 等
投資事業

キャッシュフロー

戦略出資・ M&A

スタートアップ投資

PL 経常支出

追加株主還元

ファイナンス
銀行借入・増資 ・ 資産売却等 

資金使途

PSセグメント
税引前利益

＋減価償却費

＋減損・評価損益

事業収入

株主還元 (累進配当)

投資事業の法人税等

分配原資

5年で300 億円以上を創出

5年配当総額100 億円以上

投資事業収入の30 ％が上限

新規事業のキャッシュフローが
プラスとなった場合は原資に加算
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投資事業の財務戦略と KPI

23.3 期末 28.3 期末

未実現益

投資簿価

700 億円

スタートアップへ再投資
ファンド出資

戦略投資
（ M&A・資本提携）

営業投資
有価証券

残高

投資事業
ＣＦ

（運営コスト・
税引後）

成長投資
（新規事業開発）

追加株主還元検討

事業環境と投資機会を
総合的に勘案し戦略的に判断

投資事業収入の30% 上限

直接投資残高と売却収入の 5ヶ年イメージ 投資事業キャッシュフローの資金使途

投資事業収入
300 億円以上
（ 5ヶ年累計）

• 当社が直接投資している株式の売却を推進、投資 EXIT収入（売却収入等）を獲得していく

• 新規投資の厳選、収益目的の投資はファンドから行うことで、投資残高は逓減となる計画

• 投資EXIT収入の資金使途を明確化、新規事業開発を含む成長投資・追加還元を戦略的に判断
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株主還元方針

累進配当をベースとした
長期安定配当

売却進捗に応じた
特別配当/自己株買い

基礎事業
キャッシュフロー

投資領域における
売却収入/分配金

安定配当

追加還元

増配加速
新規事業立上げによる

配当成長率の向上

還元方針 分配原資



Copyright © 2026 Digital Garage, Inc. All Rights Reserved 53

株主還元方針

基礎事業CFによる株主還元イメージ

FY28.3FY24.3 中期経営計画期間

新規事業(LTI)
による配当上乗せ

PSセグメントを中心とした
キャッシュフローからの安定配当

100億円以上

株主還元方針

基
礎

事
業

キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

第1階層
(PS)

第2階層
(新規事業)

投資事業CFによる
追加還元

事業環境と投資機会を総合的に勘案し
成長投資または追加還元を判断

新規事業の立ち上げにより
更なるキャッシュフローを創出し

配当の拡充を目指す

持続的な利益成長が見込まれる
PSセグメントのキャッシュフロー

をベースとした累進配当を実施

配当性向

30%目安

• PSの安定したキャッシュフローをベースとした累進配当を方針とし、新規事業による上乗せを目指す

• 加えて、投資事業 CFによる 追加還元（特別配当 ･自己株式取得 等）を積極的に検討
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参考資料④：

サステナビリティの取組み
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外部評価機関の取り組み状況と GPIF 銘柄組み入れ

サステナビリティに関する取り組みの進展に より、外部評価 機関のスコアは着実に向上、
GPIF （年金積立金管理運用独立行政法人） が採用する複数のESG指数の構成銘柄に選定されています

FTSE Russell ESG総合評価

S&P Global ESG総合評価CDP 気候変動

CDP気候変動評価

B
Management Level

「方針・戦略の実行」段階

2023: D⇒2024: B−⇒2025: B

CDPとは
英国NGOが運営する世界最大級の環境情報開示プ
ラットフォーム。 Bは8段階評価の上位3番目に位置

CDP 8段階評価における位置づけ
A,A− Leadership ベストプラクティスの実践

B,B− Management 方針・戦略の実行

C,C− Awareness リスクと影響の把握

D,D− Disclosure 環境関連情報の開示

S&P Global CSA スコア

34
FY2025:34

↑
FY2024:30

↑
FY2023:21

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数
の構成銘柄に選定されています。

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数は GPIF採
用の環境テーマ型 ESG指数。 S&Pダウ・ジョーン
ズ・インデックスと JPXが共同開発。 TOPIXを母集
団に、環境情報開示と炭素効率性（売上高当たり
排出量）で構成比率を決定

FTSE JPX Blossom Japan Index の構成銘柄に選定

GPIFが採用する ESG総合指数。 FTSE Russell のESGレーティングで環境・社会・ガバナンスが一定水準以上と評
価された企業を選定。 FTSE4Good Index Series を基に、 ESG情報開示の網羅性を重視する絶対評価型指数

FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index の構成銘柄に選定
GPIFが採用する ESG指数。各セクター内で ESG評価が高い企業を選ぶセクター・ニュートラル設計。低炭素化を
促すため、 GHG排出量の多い業種では TPI経営品質スコアで改善努力が評価される企業のみ組み入れ

※「 S&P CSA総合スコア」は設問調査による企業サステナビリティ評価であ
り、 S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数への組み入れ（ TOPIX内の炭素効
率性・情報開示に基づき決定）とは別の指標です。

FTSE ESGスコア

3.4
5.0 点満点

FY2026:3.4
↑

FY2025:1.7



本資料に記載された今後の見通し、戦略などは現在の弊社の判断であり、様々な要因の変化により、将来の業績や結果とは大きく異なる可能性があることをご了承ください。この文書は、
投資家向け説明資料として一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的として作成されたものではありません。また、この文書は、米国その他証券の売付けまたは買付けの勧
誘を行うにあたり証券法の登録または資格要件の充足が必要となる地域における証券の売付けまたは買付けの勧誘を構成するものではありません。当社又は当社連結子会社の証券いかなる
証券も 米国の1933年証券取引法（以下「1933 年米国証券法」といいます。）に基づいた登録がなされておらず、 1933 年米国証券法に基づく登録を行うか、または登録の免除を受ける
場合を除き、米国において証券の売付けまたは勧誘を行うことはできません。米国において証券の公募を行う場合には、公募を行う会社およびその経営陣ならびに財務諸表に関する情報を
記載した目論見書によって行うこととなります。
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